
 

主
に
1960
年
代
に
活
動
し
た
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
。
1962
年
10
月 

に
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
、
今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
５０
年
を
迎
え
ま
す
。
バ

ン
ド
の
活
動
期
間
内
に
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
12
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア

ル
バ
ム
を
発
売
し
、
そ
の
内
11
作
が
全
英
ア
ル
バ
ム
チ
ャ
ー
ト
で
週

間
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
11
作
の
週
間
１
位
獲
得
合
計
数
は
162
週
。

年
間
売
り
上
げ
最
高
ア
ル
バ
ム
獲
得
数
４
作
と
第
１
作
「
プ
リ
ー
ズ
・

プ
リ
ー
ズ
・
ミ
ー
」
に
よ
る
連
続
１
位
獲
得
30
週
は
い
ず
れ
も
1960
年

代
の
最
高
数
。
シ
ン
グ
ル
は
22
作
発
売
し
、
そ
の
内
17
作
が
１
位
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
を
初
め
各
国
で
も
高
い
セ
ー
ル

ス
を
記
録
し
、
ギ
ネ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
に
最
も
成
功
し
た
グ

ル
ー
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
国
イ
ギ
リ
ス
で
は

1965
年
に
外
貨
獲
得
に
貢
献
し
た
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
か
ら
MBE
勲

章
を
授
与
さ
れ
、
1988
年
に
ロ
ッ
ク
の
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

イ
ギ
リ
ス
の
港
町
リ
バ
プ
ー
ル
で
誕
生
し
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
、
1962

年
10
月
５
日
に
「
ラ
ヴ
・
ミ
ー
・
ド
ゥ
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
1970
年
に

解
散
。
メ
ン
バ
ー
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン(

リ
ズ
ム
・
ギ
タ
ー
）
、
ポ
ー
ル
・

マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー(

ベ
ー
ス
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン(

リ
ー
ド
・
ギ

タ
ー
）
、
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー(

ド
ラ
ム
）。
活
動
期
間
中
に
公
式
発
表
さ

れ
た
210
曲
の
う
ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
圧
倒
的
な
数
を
ジ
ョ
ン
と

ポ
ー
ル
が
作
曲
。
中
期
以
降
は
ジ
ョ
ー
ジ
も
加
わ
っ
た
３
人
の
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
が
活
躍
し
ま
し
た
。
解
散
は
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
性
の
違
い
が

顕
著
に
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
４
人
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
ま
た
人

間
と
し
て
成
長
し
た
証
で
も
あ
り
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
そ
れ
は
４
人
に

と
っ
て
は
ご
く
自
然
な
選
択
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

活
動
前
期
に
お
い
て
は
「
ビ
ー
ト
ル
マ
ニ
ア
」
と
称
さ
れ
る
人
気
を

獲
得
、
ア
イ
ド
ル
の
見
方
で
し
た
が
、
活
動
後
期
か
ら
現
在
に
至
っ
て

は
、
そ
の
音
楽
性
は
高
く
評
価
さ
れ
、
以
後
の
音
楽
シ
ー
ン
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
築
い
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
に
間

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
、
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
デ
ビ
ュ
ー
50
周

年
。
多
く
の
記
念
商
品
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
奇
し
く
も
同
じ
く
世

界
の
ロ
ッ
ク
シ
ー
ン
を
共
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
ザ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス

ト
ー
ン
ズ
も
結
成
50
周
年
を
迎
え
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。 

 1914年に創建された東京駅丸の内

駅舎は、辰野金吾により設計、赤れん

が駅舎として親しまれてきました。し

かし、1945年、戦災により南北のﾄﾞｰ

ﾑと屋根・内装が焼失。戦後、3階建て

の駅舎を2階建て駅舎に復興し使用さ

れてきましたが、今回行われている保

存・復原工事では、空襲で焼失した３

階とﾄﾞｰﾑ部分が再建されるなど創建

時の姿を再現。そして鉄骨煉瓦造の下

に地下躯体を新設し、機能の拡大を行

い、大地震にも耐えうるための免震工

法で施工されます。10月3日には駅舎

内に客室150の「東京ｽﾃｰｼｮﾝﾎﾃﾙ」が再

開。また八重洲口超高層ﾂｲﾝﾀﾜｰをつな

ぐ歩行者ﾃﾞｯｷ「ｸﾞﾗﾝﾙｰﾌ」が2013年秋

に、八重洲口駅前広場が2014年秋に、

それぞれ竣工し、東京駅周辺の再開発

がいよいよ形となって現れます。 

 

【
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
を 

始
め
る
際
の
コ
ツ
と
確
認
事
項
】
住
ま
い 

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
と
考
え
る
際
、
初
期
の
段
階

で
考
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
範
囲
に
つ

い
て
、
予
算
に
応
じ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
な
う
工

事
範
囲
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
有
効
な
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
た
め
に
は
、
住
宅
の
傷
ん
で
い

る
部
分
の
把
握
が
大
切
で
す
。
特
に
外
部
に
つ
い
て

は
、
傷
ん
で
い
る
部
分
が
あ
る
と
住
宅
で
重
要
な
構

造
部
分
に
ま
で
傷
み
が
進
行
す
る
可
能
性
が
高
く

な
る
の
で
、
確
実
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

内
部
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
内
装
の
改
修

と
設
備
機
器
の
改
修
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
内
部
の
間

仕
切
壁
の
変
更
を
行
う
と
、
場
所
や
内
容
に
よ
っ
て

は
、
か
な
り
大
掛
か
り
な
工
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

設
備
機
器
に
関
し
て
は
技
術
の
進
歩
が
一
番
目
立

つ
部
分
で
す
。
最
新
機
器
の
中
で
、
欲
し
い
機
能
を

満
足
し
つ
つ
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
設

備
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
地
震
に

対
す
る
対
策
も
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
耐
震
改
修
に
関
し
て

は
、
地
域
に
よ
っ
て
独
自
の
補
助
金
や
ロ
ー
ン
の
制

度
が
あ
る
場
合
も
多
い
の
で
、
利
用
可
能
な
ら
ば
有

効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一
般
的
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
以
下
の
よ
う
な

手
順(

一
般
的
な
流
れ)

で
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

①
予
算
を
決
め
る
：
ま
ず
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
、
ど
の

位
の
費
用
を
か
け
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
総
額
い
く

ら
ま
で
お
金
を
か
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
金
額
に
よ

っ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
き
る
範
囲
が
決
ま
っ
て
き
ま

す
。
内
装
を
中
心
と
し
た
軽
い
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

は
、
で
き
る
限
り
全
額
を
現
金
で
ま
か
な
う
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
外
部
に
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
に
な
っ

た
際
に
内
装
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ロ
ー
ン
が
残
っ
て

い
た
ら
、
経
済
的
に
か
な
り
苦
し
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
外
部
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
に

な
る
時
期
と
い
う
の
は
、
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
場
合
も
多
い
の
で
、
内
装
だ
け
の
軽
い
リ
フ
ォ
ー

ム
で
は
ロ
ー
ン
を
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

本
格
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
為
に
ロ
ー
ン
を
組
む
場

合
に
は
、
借
り
ら
れ
る
金
額
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ロ
ー
ン
と
貯
金
の
合
計
額
の
範
囲
内

で
可
能
な
工
事
の
範
囲
を
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
依
頼
す

る
相
手
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
ま
す
。
こ
の
時
、
構

造
部
分
や
外
廻
り
の
改
修
に
か
け
る
金
額
に
つ
い

て
は
、
減
ら
さ
な
い
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。 
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神
無
月
と
は
陰
暦
で
十
月
の
こ
と
。
語
源
は
、
神
を
祭
る
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
神
の
月
」
と
す
る
説

が
有
力
で
、「
無
」
は
「
の
」
を
意
味
す
る
格
助
詞
「
な
」
で
す
。
中
世
の
俗
説
に
は
、
１０

月
に
全
国

の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま
り
、
諸
国
に
神
が
い
な
く
な
る
こ
と
か
ら
「
神
無
月
」
に
な
っ
た
と
す
る

説
が
あ
り
、
出
雲
国
で
は
反
対
に
「
神
在
月
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
雷
の
鳴
ら
な
い
月
で
「
雷
無
月
」
が

転
じ
た
と
す
る
説
や
、
新
穀
で
酒
を
醸
す
月
な
の
で
「
醸
成
月
」
が
転
じ
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。 

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
は
江
戸
中
期
、
松
尾
芭
蕉
著
の
俳
諧
紀
行
。
元
禄

15
年(

1702
年)

刊
。
元
禄
２
年
３
月
、
門
人
曽
良
と
江
戸
を
出
発
、
奥
州
・

北
陸
の
名
所
・
旧
跡
を
巡
り
、
大
垣
に
至
る
ま
で
の
紀
行
を
、
俳
句
を
ま

じ
え
て
記
し
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
俳
聖
、
松
尾
芭
蕉
は
伊
賀
の
武

士
出
身
と
い
わ
れ
、
さ
び
・
し
お
り
・
細
み
で
示
さ
れ
る
幽
玄
閑
寂
の
蕉

風
俳
諧
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
生
涯
は
各
地
の
名
所
旧
跡
を
回
り
、
歌

枕
を
巡
り
、
様
々
な
人
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
笈
の
小
文
」「
更

級
紀
行
」「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
等
の
書
物
に
著
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も

有
名
な
の
が
晩
年
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
で
す
。
そ
し
て
最
後
に
西

へ
向
か
っ
て
旅
立
ち
、
大
阪
の
南
御
堂
で
門
人
に
囲
ま
れ
息
を
引
き
取
っ

た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
生
涯
は
ま
さ
に
旅
に
生
き
、
旅
に
死
す
る
の
境
地

で
、
辞
世
の
句
も
「
旅
に
病
ん
で 

夢
は
枯
れ
野
を 

か
け
廻
る
」
で
し
た
。 

 

元
禄
２
年(

1688
年)

、
旧
暦
３
月
27
日(

新
暦
５
月
18
日)

に
、
当
時
46

歳
で
あ
っ
た
芭
蕉
は
門
人
の
曽
良
と
と
も
に
、
江
戸
深
川
の
芭
蕉
庵
を
後

に
し
、
東
北
・
北
陸
の
歌
枕
、
名
所
・
旧
跡
を
巡
り
歩
く
旅
に
出
ま
し
た
。

こ
の
旅
は
そ
の
年
の
旧
暦
８
月
20
日(

新
暦
10
月
３
日)

ま
で
の
約
５
ヶ

月
間
に
渡
り
、
そ
の
距
離
は
約
２
万
３
千
キ
ロ
に
も
及
び
、
こ
の
旅
を
も

と
に
書
か
れ
た
の
が
、
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も
又

旅
人
也
。」
で
始
ま
る
紀
行
『
奥
の
細
道
』
で
す
。
東
北
・
北
陸
地
方
を

回
り
な
が
ら
、
弟
子
を
訪
ね
、
歌
枕
を
巡
っ
て
歩
き
９
月
６
日(

陽
暦
で

は
10
月
18
日)

に
大
垣
か
ら
伊
勢
へ
旅
立
つ
と
こ
ろ
で
、
結
び
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
各
所
に
句
碑
が
立
て
ら
れ
、
史
蹟
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
所
も
多
く
、
い
に
し
え
の
芭
蕉
の
旅
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

芭
蕉
が
み
ち
の
く
へ
の
旅
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
歌
人
西
行
や
能
因
の

放
浪
の
境
涯
を
慕
い
、
み
ち
の
く
の
歌
枕
を
訪
ね
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
芭
蕉
に
と
っ
て
「
旅
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
冒
頭
を
飾
る
芭
蕉
の
一
節
に

現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
旅
す
る
人
に
と
っ
て
、
新
し
い

土
地
の
風
景
、
人
と
の
出
会
い
、
そ
の
地
方
の
歴
史
へ
の
感
動
…
こ
れ
ら

に
芭
蕉
の
風
流
心
が
大
き
く
震
動
し
て
、
筆
を
執
り
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」

が
出
来
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

【
お
く
の
ほ
そ
道 

旅
程
】
元
禄
２
年
春 

芭
蕉
庵
を
出
発
↓
４
／
１
日
光
↓
４
／

４
〜
黒
羽
雲
巌
寺
•
光
明
寺
↓
４
／
１９
〜
那
須 
温
泉
神
社
殺
生
石
↓
４
／
２０
白

河
の
関
↓
５
／
４
多
賀
城
↓
５
／
９
松
島
↓
５
／
１３
平
泉
「
夏
草
や 

兵
ど
も
が 

夢
の
あ
と
」
「
五
月
雨
の 

降
り
残
し
て
や 

光
堂
」
↓
５
／
２７
山
形
領
立
石
寺 

「
閑
さ
や 

岩
に
し
み
入
る 

蝉
の
声
」
↓
５
／
２９
新
庄
「
五
月
雨
を 

あ
つ
め
て

早
し 

最
上
川
」
↓
６
／
５
〜
出
羽
三
山(

羽
黒
山
•
月
山
•
湯
殿
山)

↓
６
／
１０

鶴
岡
↓
６
／
１４
酒
田
↓
６
／
１６
象
潟
「
象
潟
や 

雨
に
西
施
が 

ね
ぶ
の
花
」
↓
７

／
４
越
後
出
雲
崎
「
荒
海
や 

佐
渡
に
よ
こ
た
ふ 

天
の
河
」
↓
７
／
１３
市
振
の
関

「
一
家
に 

遊
女
も
ね
た
り 

萩
と
月
」
↓
７
／
１４
越
中
那
古
の
浦
↓
７
／
１５
〜
金

沢
↓
７
／
２５
小
松
↓
↓
７
／
26
加
賀
片
山
津
↓
７
／
２７
山
中
温
泉
↓
８
／
５ 

小
松
那
谷
寺
↓
８
／
７
大
聖
寺
•
熊
谷
山
全
昌
寺
↓
８
／
９ 

福
井
あ
わ
ら
市 

吉
崎
↓
８
／
１４
頃
敦
賀
↓
８
／
２１
大
垣
着 

↓
９
／
６
「
伊
勢
の
遷
宮
を 

お
が
ま
ん
と
、
ま
た
船
に
乗
り
」 

出
発
す
る
。
結
び
の
句
「
蛤
の 

ふ
た
み
に
わ
か
れ 

行
く
秋
ぞ
」 
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